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プロフィール

小出宗昭
富士市産業支援センター f-Biz センター長
株式会社イドム 代表取締役

1959年富士市生まれ。法政大学経営学部卒業後、（株）静岡銀行に入行。
M&A担当などを経て、2001年2月静岡県静岡市に開設した創業支援施設
「SOHOしずおか」へ出向、インキュベーションマネージャーに就任。
起業家の創出と地域産業活性化に向けた支援活動が高い評価を受け、2005

年2月起業支援家としては最高の栄誉となる「Japan Venture Award 2005」（創
業・ベンチャー国民フォーラム主催）起業支援家部門 経済産業大臣表彰を
受賞。
2007年7月静岡県浜松市に新しく出来た産業支援施設「はままつ産業創造セ
ンター」へ出向、ビジネスコーディネーターに着任（現在非常勤）。2008年7月
（株）静岡銀行を退職し独立、（株）イドムを創業。2008年8月より「富士市産業
支援センターf-Biz」の運営を受託しセンター長兼プロジェクトマネージャーに。
起業支援家として活動をはじめて以来9年間で約650件の新規ビジネス立ち上
げを支援している。
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関東経済産業局 新連携事業評価委員会委員（平成17年度～）
関東経済産業局 地域産業資源活用事業評価委員会委員（平成19年度～）
内閣官房地域活性化伝道師（平成19年度～）
総務省 頑張る地方応援プログラム地域人材ネット 登録専門家（平成21年度～）

ほか中小企業庁 地域中小企業サポーター、日本商工会議所 創業人材育成事業検討委員
会委員、社会経済生産性本部 SOHOポータル協議会委員など歴任

無断転用厳禁



産業支援機関の現状

経済産業省や中小企業庁は
既存の中小企業支援策について、
すべてやりつくした感がある。

各種支援制度などのソフト面

甘利経産省大臣
（当時）と産業支
援コーディネー
ターの意見交換
会の様子（２００８
年４月２８日 中
小企業庁にて）

3無断転用厳禁

制度やハードには

問題がないはずなのに、
期待されたような成果が
一向にあがらない。

→なぜか？

問題は
運用面にある

支援センター、
インキュベーターなどの
ハード面

①産業支援そのものに対する考え方
②期待される産業支援人材の不在



産業支援機関の抱える問題とあるべき姿

具体的でわかりやすい｢結果｣を出すことにこだわることが重要！
来場相談件数は施設活性化のバロメータ

１．産業支援そのものに対する考え方
①産業支援は業種分類すると何業にあたるのかが不明確
②課題の解決を目指すよりも問題点を指摘する｢指導してやる｣姿勢
③利用者にとってどんなメリットをもたらすのかが不明確
→１．を受けて、

２．期待される産業支援人材が明確にならず不在になりがち

4無断転用厳禁

公的産業支援は、公による

ビジネスコンサルティング業であるべき

①相談者と対等な目線にたって考え
②セールスポイント発見し、本人にも認識させ
③事業成功を目指し戦略と戦術を練る

小出流
事業支援

！
?

従来の産業支援機関が抱える問題



行列ができる産業支援施設

【注】静岡（人口72万人）、浜松（人口83万人）における小出対応相談件
数は平均して月間50件。これを受けて、富士市（人口26万人）では人口
比率に努力数字を加え、当初月間25件を目標にしていた。

富士市産業支援センターf-Biz来場相談件数の推移

5無断転用厳禁

●月間平均138件（08年8月～10年2月）

●年間総来場相談件数 1621件（08年8月～09年7月）
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支援者に求められる3要素

◎コミュニケーション能力
→問題発見能力

◎ビジネスセンス

◎情熱
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富士市産業支援センターf-Bizとは

2008年8月4日 創意工夫と自主的な努力を図る企業
などに密着し、個々の課題に即した創造性の高い個別
支援を重視する産業支援施設として、富士市が開設。

施設の立ち上げと運
営を民間企業に委託。

自治体の取組み事例と
しては全国を見ても極
めて珍しい。

キャッチフレーズは、
「日本一高い、チャレン
ジスピリット。 」

7無断転用厳禁



f-Biz業務体制

センター長兼プロジェクト

マネージャー(常勤）
サブマネージャー（週３日勤務）

経営コーディネーター

広報企画1名(常勤）

企画総務1名（常勤）

コピーライターにして中小企業診断士。広告、セー
ルスプロモーション、ネーミング、ブランド開発を中
心に、企業、行政、組合のマーケティングやデザイ
ン戦略をサポートするプロフェッショナル。

8無断転用厳禁

その場でネーミングとキャッチコピーを考える「杉
本道場」や、杉本氏作成のテキストにそってマー
ケティング戦略を考えるサービスが好評。



f-Biz業務内容

起業・経営相談
相談者と同じ目線に立ち、一緒に考える。

セミナー・講演会
起業やステップアップを目的としたセミナー、
課題解決に直結するテーマ別セミナー、地域
活性化に向けた講演会などを開催。

地域産業支援機関
へのコーディネート
発明協会静岡県支部、富士商工会議
所や静岡県富士工業技術支援セン
ター、しずおか産業創造機構などと連
携し、相談内容に応じて適切な支援
機関を紹介。相談者の便宜を図る。

図書館との連携・WEB

サイトでの情報発信
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■教育機関等

・図書館、大学等教育機関との連携

■行政機関

国の関連機関 ・・・内閣官房、経済産業省、中小企業庁、
関東経済産業局、中小企業基盤整備機構、日本商工会
議所、社会経済生産性本部 など

県・市の関連部署・・・商工労働、農林水産、教育、男女共

同参画、健康福祉、NPO、図書館

・・・他、発明協会静岡県支部、商工会議所など

つながり力を活かしたサポートの実施

発明協会静岡県支部の知財相談会（f-Bizにて毎月開催）10無断転用厳禁



f-Bizのビジョン –全国を先駆けるモデルを目指して

全国の都市における
産業支援施設・産業支援プロジェクトの

ロールモデルとなること

産業支援施設を核とした
地域活性化、地域再生の先端を走る

「フロントランナー」となること
11無断転用厳禁



ブログによる情報発信-日々の姿をリアルに伝える

富士市産業支援センターf-Bizブログ「チャレンジ日記」

センター長オフィシャルブログ
「みんなのビジネスを応援する小出宗昭の日記」
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富士市産業支援センター f-Biz 

417-0058 富士市永田北町3-3

TEL0545-30-6363 FAX0545-30-6364 

Email info@f-biz.jp

http://www.f-biz.jp/

株式会社イドム
http://www.idomu.jp/
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